













































































The relationship among Negative rumination, self-esteem and stability of self-esteem.
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北陸地方の大学の学生 249 名（男子 109 名，女子 140 名）
である。そのうち，記入漏れがあったものを除き，2 回
の調査の両方に協力していただいた 187 名（男子 77 名，































②　The Self-Esteem Instability Scale（Raes & Van 
Gucht, 2009）
The Self-Esteem Instability Scale 尺 度 は Raes ＆














1 － 5 点とした。その合計得点が高い人ほど自尊感情が
変動しやすいということになる。
③　自尊心尺度（山本・松井・山成，1982）




れぞれの得点を 1 － 5 点とした。その合計得点が高い人

















情変動を 1 因子として，それぞれの因子ごとに Time1
と Time2 でそれぞれ信頼性の分析を行った。「ネガティ
ブな反すう傾向」が Time1 でα＝ .879，Time2 でα
＝ .889，「ネガティブな反すうのコントロール不可能性」
が Time1 でα＝ .740，Time2 でα＝ .733，自尊感情高
低が Time1 でα＝ .832，Time2 でα＝ .741，自尊感情








が示された（それぞれr= .31, p<.01, r= .16, p<.05 ）。同
様に Time1 において，自尊感情もネガティブな反すう
傾向ともネガティブな反すうのコントロール不可能性と






①　Time1 の自尊感情変動性と Time1 のネガティブな
反すうにおける媒介分析
Time1 の自尊感情変動性と Time1 のネガティブな反
すうにおける媒介分析の結果は自尊感情変動性とネガ
ティブな反すうには有意な相関が見られた。
次に Time1 の自尊感情変動性を調整変数，Time1 の
自尊感情を媒介変数とする分析を行った。その結果，
Time1 自尊感情変動性から Time1 の自尊感情へのパス






















Time 1 自尊感情変動性は Time 2 自尊感情変動性に有
Table1　　各変数の記述統計量
最小値 最大値 平均値 標準偏差
Time1 自尊感情変動性合計 4.00 20.00 11.22 3.13
Time1 自尊感情高低合計 13.00 41.00 27.76 6.18
Time1 ネガティブな反すう傾向合計 7.00 41.00 23.99 7.31
Time1 ネガティブな反すうの 4.00 23.00 13.05 3.88
コントロール合計
Time2 自尊感情変動性合計 4.00 20.00 11.15 3.22
Time2 自尊感情高低合計 10.00 43.00 27.92 6.41
Time2 ネガティブな反すう傾向合計 7.00 41.00 23.22 7.30


































































































































































































































－ 128 － － 129 －
ネガティブな反すうと自尊感情および自尊感情の変動性との関連
意な正の影響を，Time 2 自尊感情に対して有意な負の
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